
 

 

 
 

 
 

今
年
も
再
任
用
希
望 

者
を
集
め
て
の
説
明
会 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
費 

負
担
教
職
員
に
変
わ
っ 

て
の
最
初
の
説
明
会
と 

い
う
こ
と
で
、
質
問
の
時 

間
に
は
参
加
者
よ
り
不
安
の
声

が
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

野
々
平
課
長
の
挨
拶
で
は
、

「
大
量
採
用
に
際
し
、
教
育
文
化

を
継
承
す
る
た
め
に
こ
れ
か
ら

も
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

「
講
師
不
足
の
な
か
、
ぜ
ひ
フ
ル

タ
イ
ム
再
任
用
を
希
望
し
て
も

ら
い
た
い
」
な
ど
の
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。 

会
場
か
ら
は
、
「
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
き
た
く
て
も
学
級
担
任
が

条
件
で
は
、
体
力
的
に
無
理
。
も

う
少
し
柔
軟
な
働
き
方
は
で
き

な
い
の
か
」
「
学
級
担
任
を
し
て

同
じ
働
き
方
な
の
に
、
待
遇
が
下

が
る
の
は
納
得
で
き
な
い
。
」
等

の
意
見
が
で
ま
し
た
。
ま
た
、
再

任
用
の
条
件
に
つ
い
て
も
質
問

が
あ
り
、
「
再
任
用
を
希
望
し
て

い
る
の
に
任
用
さ
れ
な
い
こ
と

も
あ
る
の
か
」
と
い
う
質
問
も
。

再
任
用
の
本
来
の
趣
旨
は
、
生
活

の
糧
で
あ
る
収
入
と
年
金
の
接

続
で
あ
り
、
希
望
者
に
対
し
再
任

用
拒
否
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
異
動

の
件
で
も
希
望
が
無
視
さ
れ
る

よ
う
な
異
動
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
不
満
の
声
も
出
て
い
ま

し
た
。
先
日
の
異
動
の
交
渉
で
も

そ
の
よ
う
な
声
を
教
育
委
員
会

に
伝
え
ま
し
た
が
、
働
き
方
改
革

よ
り
「
学
力
・
体
力
向
上
」
の
施

策
が
優
先
順
位 

は
上
と
い
う
の
は 

来
年
度
も
変
わ
り 

な
し
の
よ
う
で
す
。 

は
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ぶろ 
全
教
北
九
州
は
、「
人
事
異
動
に
関
す
る
要
求
書
」
を
市
教
委
に
提
出
、

１
２
月
２
０
日
に
は
人
事
異
動
に
か
か
わ
る
市
教
委
交
渉
を
し
ま
し
た
。 

全
教
北
九
州
は
、「
勤
務
地
ま
で
の
移
動
時
間
の
長
短
は
、
勤
務
・
労
働

条
件
に
か
か
わ
る
要
求
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
教
職
員
す
べ
て
の
希
望
に

沿
う
異
動
を
行
う
よ
う
要
求
し
て
い
ま
す
。 

本
年
度
の
人
事
異
動
基
本
要
求 

 

◎
教
職
員
の
合
意
と
納
得
の
得
ら
れ 

る
人
事
異
動
と
す
る
こ
と
。 

 

◎
長
時
間
過
密
労
働
改
善
及
び
「
働
き

方
」
見
直
し
の
た
め
の
方
策
と
し

て
、
通
勤
時
間
短
縮
を
勤
務
・
労
働

条
件
整
備
の
一
環
と
し
て
位
置
づ

け
取
り
組
む
こ
と
。 

 

以
上
二
点
を
基
本
要
求
と
し
、
１
８
項

目
の
具
体
要
求
を
も
と
に
交
渉
し
ま
し

た
。 

 

併
せ
て
、
全
教
組
合
員
の
異
動
に
つ
い

て
も
、
異
動
調
書
に
基
づ
き
組
合
員
の
希

望
に
沿
う
人
事
異
動
を
行
う
よ
う
要
求

し
ま
し
た
。 

教
職
員
が
安
心
し
て
働
け
る 

労
働
環
境
を
整
え
ろ
！ 

 

居
住
地
に
近
い
勤
務
校
へ
の
異
動
は

も
と
よ
り
、
育
児
、
介
護
な
ど
の
諸
事
情 

 
 

異
動
（
強
い
留
任
も
含
む
）
希
望
さ

れ
る
先
生
は
、
下
記
に
記
し
た
日
程
及

び
定
例
会
レ
ジ
ュ
メ
を
参
考
に
し
て
、

期
日
ま
で
に
異
動
に
係
る
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
職
場
で
異
動
対

象
に
な
る
先
生
は
担
当
執
行
委
員
と
連

絡
を
取
り
合
っ
て
異
動
（
留
任
）
希
望

理
由
等
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

①
異
動
に
係
る
書
類
に
つ
い
て 

 

職
場
で
の
異
動
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の

際
、
所
属
長
に
異
動
希
望
理
由
を
述

べ
た
も
の
と
同
様
の
内
容
を
組
合

の
書
類
に
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
内
容
に
つ
い

て
も
で
き
る
だ
け
詳
し
く
） 

②
異
動
書
類
の
管
理
職
へ
の
提
出 

 

異
動
に
係
り
そ
う
な
場
合
は
必

ず
管
理
職
に
様
式
１
の
書
類
を
渡

し
て
く
だ
さ
い
。 

③
人
事
異
動
に
か
か
わ
る 

こ
れ
か
ら
の
日
程 

 

２
月
に
異
動
書
類
を
取
り
ま
と

め
た
も
の
を
市
教
委
に
提
出
し
ま

す
。
そ
の
際
、
異
動
希
望
の
先
生
方

一
人
ひ
と
り
の
希
望
内
容
を
詳
し

く
口
頭
で
伝
え
ま
す
。
そ
の
後
も
希

望
の
変
更
は
、
そ
の
都
度
伝
え
ま

す
。
３
月
ま
で
希
望
に
沿
う
異
動
に

な
る
よ
う
交
渉
は
続
け
ま
す
。 

    

の
配
慮
、同
意
に
基
づ
く
校
種
間
異
動

を
強
く
要
求
し
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年

希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
再
任
用
教

職
員
の
異
動
に
つ
い
て
も
、
本
人
の
意

向
の
重
視
を
要
求
し
ま
し
た
。
異
動
内

示
の
時
期
に
つ
い
て
は
、学
年
末
に
支

援
シ
ス
テ
ム
が
使
え
な
く
な
る
の
を

考
慮
し
、残
務
整
理
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
内
示
を
早
め
る
こ
と
、
特
別
支
援

学
級
の
担
任
へ
の
配
慮
、定
数
内
教
職

員
の
完
全
配
置
等
も
要
求
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、「
苦
情
」
人
事
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
対
応
を
す
る

と
と
も
に
、「
内
示
即
発
令
」
と
な
ら

な
い
よ
う
に
要
求
し
ま
し
た
。 

教
育
委
員
会
か
ら
も
要
求
書
に
沿

っ
た
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
例
年
若
干
で
す
が
不
満

が
残
る
異
動
事
案
も
あ
り
ま
す
。
執
行

部
と
連
絡
を
密
に
し
て
希
望
に
沿
う

異
動
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

http://zenkyokitakyu.on.coocan.jp/


 

 

                              

 

平和に生きる未来のため、 

子どもたちの権利としての教育を 

力をあわせてめざしましょう 

 

全日本教職員組合（全教） 

中央執行委員長  蟹澤昭三 

新年、あけましておめでとうございます。 

日本国憲法が施行されて 70 年、教育基本法が制定されて 70 年になる今年、学校現場で働く教職員だ

からこそ、あらためて「人格の完成」とは何をめざすのか、そのために私たちがすすめるべき教育実践

は何なのかを、お互いに交流し、積み上げていきたいと思います。 

いま世界では、貧困と格差を拡大し続けてきたグローバリズムが、民衆からの大きな反撃に直面して

います。この問題に関連して、国連は、2030 年に向けての目標を採択しています。その第 1 は「あらゆ

る場所のあらゆる形態の貧困を終わせる」ことで、教育については「すべての子どもが、適切かつ効果

的な学習成果をもたらす、無償かつ公正で質の高い初等教育及び中等教育を修了」できることを掲げて

います。 

教育の果たすべき役割は、文化の発展に寄与し歴史を前にすすめると同時に、次世代の格差を縮小

し、真に平和で自由な社会をつくっていくことにこそあると思います。国や企業にとって役に立つかど

うかという新自由主義的なものさしを教育の場に持ち込むだけでは、子どもたちは押し潰されてしまい

ます。 

いま必要なのは、子どもたちが、お金の心配なしに学べること、教職員がゆとりと創意を持って一人

ひとりの子どもたちの成長に寄り添った教育実践にとりくむための条件整備です。そのための政治の転

換と国民的合意を広げるとりくみを、みなさんとともにすすめていきたいと思います。 

 

 



 

 

  
 

   
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

  

 
 
 
 
 

  

  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

     

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

 
 

       
 

 

２１日 行事日程 

13:３０～１６:３０ 

・基調報告 

・記念講演 講師：井本雅和さん 

（学習サポート事務局長） 

 

 １８：００～ 夕食交流会 
  

２２日 行事日程 

９:１０～ 

１１:４５ 

第一分科会：障害児とのコミュニケーション、第二分科会：障害児と音楽教

育、第三分科会：特別支援学級の教育、第四分科会：明日から役立つ教材・

教具の工夫、第五分科会：キャリア教育を考える、第六分科会:保護者の願い 

 （分科会終了後解散） 

中国・四国・九州ブロック 

障害児学校・学級学習交流集会 

・日時 １月２１日（土）１３:３０開会、 ２２日（日）１１：４５閉会 

・場所 旧大連航路上屋（門司港レトロ） 

皆さんの参加お

待ちしています。 

【ＪＲ門司港駅から徒歩５分】 

・参加費 ２０００円（組合員 １５００円） 

問い合わせ  全教北九州 ☎ 093-280-4776、 080-4271-6815（中川） 



 

 

 
教
育
長
か
ら
は
、
勤
務
条
件
改
善
に
向
け
て
前
向
き
な
答
弁
も 

「
権
限
移
譲
問
題
」
が
市
議
会
で
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

１
２
月
定
例
市
議
会
で
権
限
移

譲
に
関
す
る
条
例
が
決
ま
り
ま
し

た
。 こ

れ
に
向
け
組
合
は
、
議
員
さ
ん

た
ち
に
権
限
移
譲
の
問
題
点
や
関

心
を
持
っ
て
も
ら
い
市
議
会
で
も

子
ど
も
や
教
職
員
の
立
場
か
ら
意

見
を
言
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
市
議

会
全
会
派
に
権
限
移
譲
で
教
職
員

の
給
与
や
労
働
条
件
が
変
わ
る
資

料
と
全
国
の
少
人
数
学
級
実
施
状

況
の
資
料
を
渡
し
ま
し
た
。 

  議
員
質
問
に
対
し
教
育
長
答
弁
は 

１
２
月
２
日
、
本
議
会
で
権
限
移

譲
に
関
す
る
一
般
質
疑
が
あ
る
と

聞
き
、
傍
聴
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

共
産
党
の
大
石
市
議
が
、
地
域
手

当
の
削
減
に
よ
り
給
与
が
下
が
る

こ
と
や
病
気
休
暇
や
子
育
て
支
援

休
暇
の
切
り
下
げ
な
ど
を
か
な
り

の
時
間
を
使
っ
て
質
問
し
ま
し
た
。 

 Q
.

県
下
で
北
九
州
市
の
教
職
員
だ

け
が
給
与
が
大
幅
に
下
が
り
、
教
員

を
め
ざ
す
優
秀
な
人
材
が
流
失
し

教
育
の
質
が
低
下
し
な
い
の
か
。 

A
.

北
九
州
市
は
扶
養
手
当
が
県
よ

り
高
い
の
で
、
一
概
に
下
が
る
と
は

い
え
な
い
。
人
材
流
出
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
り

多
忙
化
解
消
に
努
め
る
。 

 Q
.

病
気
休
暇
の
時
間
単
位
の
取
得

が
な
く
な
り
１
日
単
位
に
な
る
と
、

た
だ
で
さ
え
定
数
が
欠
け
て
い
る

学
校
現
場
で
子
ど
も
た
ち
の
学
習

が
保
証
さ
れ
る
の
か
。 

 

１２月議会で「権限移譲」の問題点について教職員の立場から議員が質問！ 
A.

加
配
教
員
、
教
務
主
任
、
教
頭
が

入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
学
校

に
よ
っ
て
事
情
が
違
う
が
、
教
育

委
員
会
も
含
め
て
学
校
が
責
任
を

持
っ
て
い
る
。 

 Q
.

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
病
気

休
暇
の
場
合
に
も
診
断
書
が
い
る

の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。 

A.

職
員
団
体
や
現
場
か
ら
も
意
見

が
多
く
上
が
っ
て
い
て
今
後
の
課

題
に
し
て
い
る
。 

  

給
与
等
の
待
遇
低
下
は
明
ら
か
で
す
。 

市
は
、
給
与
の
削
減
に
関
し
て

一
貫
し
て
「
扶
養
手
当
が
県
よ
り

高
い
」
こ
と
を
根
拠
に
「
下
が
ら
な

い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

手
当
が
反
映
さ
れ
る
の
は
一
部
の

人
で
あ
り
、
地
域
手
当
減
額
分
や

期
末
勤
勉
手
当
の
職
務
段
階
別
加

算
割
合
の
切
り
下
げ
で
多
く
の
教

職
員
は
年
間
収
入
が
下
が
る
の
は

必
至
で
す
。 

ま
た
、
病
気
休
暇
に
関
し
て
は
、

学
校
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
て
い

な
い
教
育
長
の
回
答
で
し
た
が
、

「
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
」

と
い
う
前
向
き
の
回
答
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
、
今

後
の
交
渉
で
迫
っ 

て
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
  

 
市は、給与削減の議員質問に対し、教職員全員が削減の対象となる「地域手当」

と、一部の人が対象となる「扶養手当」を同列に扱い、市議会でも、また国会でも
「教職員の待遇は下がらない」と答弁（させて）しています。市教委の「権限移譲
ニュース」でも、同様の内容の年収シミュレーションを使い、あたかも教職員全員
の年収が増えるような宣伝をしています。組合では、このような誤解を招く資料は
撤回するよう抗議しました。特別な事例をあげ、それがあたかもすべての人が同じ
ような待遇が得られるような姑息な宣伝で、教職員や議会・議員の目を逸らせよう
としています。こんなやり方は許せません。 

「多忙化解消のための校時の見直しを！！」 
 

～校長会で「校時表」見直しの提案が～ 

12月の校長会で、小学校の校長に対し校時表見直しの提案があったようです。皆さんの学校

では、校時表の変更が職員会や運営委員会で議題になっているでしょうか。 

校時表の見直しについては、全教北九州は、市教労の時代から市教委や校長会長会に「長時

間過密労働の改善策」として提案してきました。しかし、今回の校長会からの提案は、授業を

早く終わらせ児童を帰宅、残りの時間は教職員の教材研究・事務に充てる、というものではな

く、授業後の時間を学力向上のための学習などに充てるというものです。これは、私たちの要

求と相反するものです。教職員との合意もなしに、このような多忙化にさらに拍車をかけるよ

うな提案があった場合は、職場教職員の合意形成に向けて意見を言ってください。 

「扶養手当」は、全員が支給されてはいませんよ！ 


